
〔別紙 1 〕

論文 の 内容 の要旨

論文題目 : 身体障害者 にお ける ｢ 障害者 - の 社会 の ま なざ し｣ の 認 知 ､ 障害 -

の 対処 および主観的ウ エ ル ビ ー イ ン グに 関す る研究

指導教官 : 山崎 喜比古 助教授

東京大学大学院医学系研究科

平成 1 2 年 4 月 1 日進学

博 士後期課程

健康科学 ･ 看護学専攻

氏名 八巻 知香子

1 . 緒言

障害者の 社会参加や ノ ー マ ライゼ ー シ ョ ン 理念は広く掲げられ てきたが
､ 依然と して障

害者差別が 存在す る こ とや ､ 障害者を劣位におく価値観が ある こ とは国内外で繰り返 し指

摘されて い る｡ しか し ､
こ れらの テ ー マ を扱う研究 に対 して は ､ 受 け手で ある障害者個人

が どれ ほ どダメ ー ジを受ける の か とい う観点か らの みの 測定が大 半を占め ､ 価値観自体の

議論や把握 がなされて こ なか っ た｡ また ､
こ う したア プ ロ ー チに お い て は

､ 当事者の 主体

的な対処やポ ジテ ィ ブサイ コ ロ ジ
ー

- の 着眼が弱く ､ 結果的に本来障害者が 身に つ けて い

る積極性や強さを見落 と して きたと批判 されて い る｡

本研究で は ､ 障害の ある人が感 じて い る ｢ 障害者 - の 社会の まなざ し｣ を把握する と同

時に ､
主体的な対処や ホ ー プ の 状況 を把握 し､ それらが主観的ウ エ ル ビ ー イ ン グに関連 し

て い るの かを明らか にす る こ と で あるo 本研究の リサ
ー

チ ク エ ス チ ョ ン は以下の とお りで

ある｡ R Q l は質的調査たより ､
R Q 2 か ら 4 は量的調査 に より 明らか にす る｡

R Q l : 障害者自身は社会か ら どの よう な ｢ まな ざし｣ を注がれ て い る と感 じて い るの か ｡

そ して ､ ｢ 障害者 - の 社会 の まな ざし｣ を どの ように評価 し､ どの ように反応 して い る

の か ｡

R Q 2
- 1 : 障害者自身 に よ る ｢ 障害者 - の社会の まな ざし｣ の認知 は どの ように分布 して い

る
~
の か ｡ また､

それ らは どれ ほ ど不快､
ま た は広が り を望む もの と して認識 されて い る

■

の か ｡

R Q 2
･

2 : ｢ 障害者 - の 社会の ま なざし｣ を どの 程度肯定的また は牢定的なもの と評価す るか

どうか に つ い て の 障害者個人 の 評価傾 向は ､ 何 に よ っ て形成 され る
.
もの なの か ｡ 日常生

活で の不快な経験の 多寡に より形成され るもの なの か ｡

R q 3
-

1 : 積極的 ･ 消極的な対処 ス タイ ル は どの ように分布 して い るの か｡

R Q 3
- 2 ‥ 積極由な対処 ス タイ ル は 日常の被差別的な経験や不便な経験 に より抑制され るの か ｡



R Q 4
･

1 : 主観的ウ エ ル ビ
ー イ ン グは ､ どの よう に分布 して い る の か o

R Q 4
･

2 : 被差別 的な経験や否定的な ｢まなざし｣ を感 じ取る こ とは ､ 主観的ウ エ ル ビ ー

イ

ングに対 して影響を与 える の か D
_
また､ 社会関係 のネッ トワ

ー

ク
､ 積極的な対処ス タイ

ルや ホ ー プ は主観的ウ エ ル ビ
ー

イ ン グを高め る資源 と なりうる の か a

2 . 対象と方法

1) 質的調査

調査当時国立身体障害者リ ハ ビリテ
ー シ ョ ンセ ン タ

ー

に入所 して い た肢体不自由 ･ 視覚

障害 ･ 聴覚障害をも つ 計 1 2 名に対 して ､
生活 の 中で 不快､ または好ま しい と感 じる社会

の 反応 に つ いて 質的な面接調査 を行 っ た｡ 調査 時期 は 2 0 02 年 7 月 で ある ｡ 調 査票 の項目

策定に あた っ て は ､ こ の 面接調査 で語られた具体例を多く用 い た｡

2)量的調査

①対象と調査方法

1 9 7 9 年 か ら 2 0 0 3 年 の 間に国立身体障害者リ ハ ビリテ
ー

シ ョ ン セ ン タ
ー

更生訓練所に在

籍した妓体不自由 ･ 視覚障害 ･ 聴覚障害をも つ 人 々 3 1 9 0 名を対象と し ､ 調査票 を郵送配布 ､

郵送回収 した｡ 回収票 9 6 1 票 (3 0 . 2 % ) の うち ､ 本人以外の 回答を除く 9 49 票 を分析対象

とした o

②主た る調査項目

摩算者l= よ っ て爵顛 された 傭 者者 - の # 会 の ま凌 ぎ しJ : 否定 的お よび肯定的な ｢ ま

なざし｣ 計 2 4 項目に つ い て ､ そ れらが どの程度存在す る と思 うか ､ またそ れらに つ いて

の 軽減､ 拡大 に つ い て の期待に つ い て意向を尋ね たこ 項 目は事前調査 で語 られた事例と文

献レ ビ ュ ー の結果を参考に設定した｡ 個人 の傾向を示す指標と して は ､
｢『障害者 - の社会

の まなざし』 の肯定的評価傾向｣ と して ､ 24 項 目からなる多琴目ス ケ
ー ル ( α = 月6) を作

成して用 い たo

rxl 人彪 鉱毒 観 働 ･ 鰍 手 の 不 鰍 / : どれほ ど日常的に不快な経験を し

て い るの か ､
｢ 対 人的被差別経験｣ を 8 または 9 項目 か らなるス ケ

ー ル( α = . 7 6
-

.9 0) ､ ｢ 移

動 ･

情報の不便経験｣ と して 2 項 目に よ るス ケ
ー ル( α = .5 3 -

. 7 2) と して尽いた.

摩穿 - の 脚 凌 雌 ス タイ ル : 事前調査 で語られ た事例 と先行文献 を参考に ､ 1 8 項目

の積極的な対処と ､ 2 項目の 消極的な対処に つ い て ､ 日常的に どの程度それらを用 い る か

どうか を尋 ねた｡ 個人 の対処 ス タイ ル の傾 向を示す変数として は ､ .計 2 0 項目の 多項 目ス

ケ ー ル( α = . 8 2) と して用 いたo

ク エ ル ビ
ー イ ン グに屠する 腐欝: ホ

ー プ の把握には H e r th H o p e l n d e x(H H I) を筆者らが

翻訳 して用 い た( α = . 8 8) o および生活 の質の 自己評価に つ い て の 単項目 7 段 階によ る測定

を用 い た｡

3)分析方法

｢障害者 - の 社会の まな ざし｣ の 認知お よび ｢ 障害
- の対処ス タイ ル｣ に つ い て の 具体



的な分布 は単純集計で示 したo ｢ 障害者 - の社会の まなざし｣ の 肯定的評価､ 障害 - の積極

的な対処ス タイ ル ､ ウ エ ル ビ
ー イ ン グ指標 の 関連要 因の検討には ピア ソ ン の 相関係数また

は偏相関係数と重回帰分析 を用 い た｡ ｢ 障害者 - の 社会の まなざし｣ の 肯定的評価 の 関連要

因の検討に おい て は ､
基本属性 ､ 社会的役割

･ 社会関係 ､ 対人的被差別経験 ､ 移動 / 情報

入手 の不便経験を独 立変数とし､ 精神健康度の問題 の有無を制御変数と したo ｢ 障害 - 積極

的な対処ス タイ ル 傾向｣ の 関連要因の分析には ､
上記 の変数に加 え､ ｢障害者 へ の 社会の ま

なざし｣ の 肯定的評価を独立変数と し ､ 精神健康度の 問題 の有無 は障害に関する変数と し

て用 い た｡ ウ エ ル ビ
ー イ ン グ指標 の 関連要因の 検討で は ､

さらに ｢障害 - の積極的な対処

ス タイル 傾向｣ を独立変数に加 えたo 分析には統計パ ッ ケ
ー ジ S P S S l l . 5 J を用 い たo

3 . 結果

1) 質的調査結果

イ ン フ ォ ー マ ン トたちは
､

｢自立 - の意欲が ありなが
.
ら機会が開かれな い こ と｣ ｢所属集

団か らの 排除 ･ 蔑視｣ ｢公共 の場所で の排除 ･ 蔑視｣ を通 じて ､ 否定的な ｢ 障害者 - の 社会

の まな ざし｣ を感 じ取 っ て いた o
一

方 ､ 肯定的な r 社会 の まな ざし｣ を感 じる経験 に つ い

て の言及は極めて少 なかく ､ 挙げられた事象は ､ 否定的な ｢社会のま なざし｣ の要素が な

い こ と
､
または低減 して い る こ とを指摘するもの で あ っ た｡

2) 障害者に よ っ て認知された ｢ 障害者 - の 社会の まな ざし｣ とそれ - の評価

個々 の 否定的なまな ざしに につ い て ､ 現在の 日本に ｢ ある｣ と答 えた人の割合 は ､
1 項

目を除い て いずれ も過半数 を超 えた｡ 肯定的なまな ざしに つ いて も ､ 7 0 % 以上の 人が ｢ あ

る｣ と答えた o いずれ の 障害にお いて も r 障害者
- の社会の まなざし｣ の 関連要因は ､

｢対

人的被差別経 軌 が最も大きく ､ 障害の 状態や社会関係 に よる説 明力は極めて小さか っ た ｡

2)障害 - の対処ス タイ ル

積極的な対処 に つ い て は様 々 な角度にわた っ て 広く用 い られて い たが ､ 消極的 な対処ス

タイ ル をとる人は極めて少 なか っ た｡

積極的な対処ス タイ ル に 関連する要因は ､ 社会的役割 ･ 社会関係 を広くもつ こ とと正 の

関連を示 したo 対人的被差別 経験､
｢障害者 - の社会の まな ざし｣ の 肯定的評畔とは視覚障

害者にお い て の み関連がみ られ た｡

3)主観的ウ エ ル ビ
ー イ ン グ

ホ ー プを測定する H H I 得点の 平均値は 3 4 ･6 ±6 13･ 点で あI ,
■たo 単項 目で測定した生活の

質の自己評価得点が 3 .3 7 ± 1 .3 7 で あり ､ ｢ とて も良い / 良い / どちらか とい えば良い｣ と

答えた人は 5 0 . 1 % (46 8 人) ､ ｢ 普通｣ と答えた人を含める と 8 1 ･9 % (7 6 5 人) で あ っ たo

こ の 2 つ の 主観的ウ エ ル ビ
ー

イ ン グ指標に 関連す る要因は ､ 社会的役割 ･ 社会 関係 を広

くもつ こ とと強 い 正 の 関連が あり ､ 積極的な対処ス タイ ル は最も大きな説明要因で あ っ た o

こ の 2 つ 指療の 両方または いずれか にお い て ､ 肢体不 自由者で は ｢ 障害者
- の 社会 の ま な



ざし｣ - の 肯定的評価の 正 の 関連および対人的被差別経験との負の 国連､ 視覚障害者で は

対人的被差別経験との負 の 関連､ 聴覚障害者で は ｢ 障害者 - の 社会の まなざし｣ の肯定的

評価との 正 の 関連がみ られ た｡

4 . 考察および結論
■

1) ｢障害者 - の 社会めまなざし｣

本研究 の結果か ら､ 従来欧米で指摘されて きた ｢ 障害者痩割｣ に合敦する ような障害者

観が存在す る こ とが明らか にな っ た｡ またそれ らの ｢ 障害者 - の社会の まなざし｣ は ､ 日

常の 生活 の 実感に よ っ て形成されたもの で ある と考えられた｡ また ､ これらの ｢ 障害者 へ

の 社会の まな ざし｣ の認知 は ､ 市民 - の調 査で もほ ぼ同値 を示 し､ 障害者だけが感 じて い

る事象で はなく ､ 障害の ない 人に も感 じ取 られ て い る事象で あ ると考えられた ｡ こ の こ と

か ら､ 本研究 で用 いた尺度は ､ 社会の状態を干 ニ タ
- す る手段 と して有効で ある と考えら

れたo

2) 障害 - の対処と主観的ウ エ ル ビ
ー

イ ン グ

本研究 の対象者は ､ 積極的な対処方法をお しな べ て広くと っ て お り ､ ホ
ー プの 平均点は

一

般住民の それ と差はなか っ たo よ っ て ､ 否定的な社会の 反応 により積極性 を抑制 され る

人々 で は ない と推察され た｡

社会的役割 ･ 社会関係は ､ 積極的な対処ス タイ ル ､
ホ

ー

プ ､ ウ エ ル ビ
ー

イ ン グの い ずれ

に対 して も重要な要因とな っ て お り ､ 社会参加 の機会やサ
ー ビス にお い て

､
人間関係 を築

き ､ 社会と の つ ながりが 実感 され るもの と
■なる こ とが重要で あると考えられた｡

3)結論

1 . 障害者が感 じ取る否定的な ｢障害者
- の社会の まなざし｣ は ､ 明白な差別と しては 捉

えにく い 日常の 空気 の ようなも の を含めた給体と して感 じ取 られて い たo

2 .

6 .

否定的な要素に つ い て も､ 肯定的な要素に つ い ても存在を感 じて い る人は非常に多く ､

否定的な要素に つ い て は是正 を､ 肯定的な要素に つ い ては 広がりを望 んで い た b

｢ 障害者 - の 社会 の まなざし｣ の 肯定 的評価僚向 は ､ 対人的な被差別経験 お よび珍

動 ･ 情報入手 の 不便よ る 日常の不快な経験の 多寡と強く 関連しており ､
日常生活 の 実

感に基づく もの と考えられ たo

障害 - の 積極的な対処 は広範に用い られて い た. また ､
ホ ー プ得点 の 平均は

一

般住民

とほぼ同値の 3 4 . 6 点､ 8 2 % の人が自分の 生活 の 質を普通以上で ある と答え､ 高い主

観的ウ エ ル ビ
ー イ ン グを保持 して い る人が多数存在 したo

｢ 障害者 - の 社会の まなざし) や対人的な被差別経験は ､
必ずしも積極的な対処ス タ

イル を抑執するも の では なか っ たが､
主観的ウ エ ル ビ

ー イ ン グに負の影響を持 っ て い

た ｡

障害 - の 積極的な対処ス タイ ル を促進する上で も､ ホ
ー プや ウ エ ル ビ ー イ ン グを高く

保 つ 上で も ､ 社会的役割や社会関係 の充実 は非常に重要で ある こ とが示唆された o




